
マスタ タイトルの書式設定

ＩＣＴ機器と冷却方式の目安

ラックに搭載するＩＣＴ機器の発熱負荷の大きさによって最適な冷却方式があります。
最適な冷却方式の空調設備によりＩＣＴ機器の省エネ運用を実現することができます。

http://www.fielding.co.jp

高効率空調機のご紹介

空調設備構築サービス

ＩＣＴ機器の運用コストのうち空調
設備の消費電力が意外に大きい
こと・・・ご存じですか？

「部屋」単位 「ラック列」単位 「ラック」単位

６ｋＷ以下 ６～２０ｋＷ ２０ｋＷ以上

冷却方式

ラック搭載
熱負荷目安

最新型の高効率空調機は１０年前より約２０～３０％省エネ

空調機の省エネ性の指標としてＣＯＰ値があります。従来型の空調機のＣＯＰは約２．３～
２．４ですが、最新型の高効率空調機のＣＯＰは３．０を越えるものもあり非常に省エネに
なっています。

COP （Coefficient Of Performance、略称COP）とは、成績係数や動作係数ともいい、冷却機器などのエネルギー消費効率の
目安として使われる計数をいう。COP＝空調機の冷却能力（ｋＷ）／空調機の消費電力（ｋＷ）
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空調設備構築サービス

ソリューション事業推進本部

TEL:03(3457)7029 FAX:03(5444)6517

お問い合わせは、下記へ

●本紙に掲載された社名、商品名は各社の商標または登録商標です。
●本製品（ソフトウェア含む）が、外国為替及び外国貿易法の規定により、規制貨物等に該当する場合は、日本国外に持ち出す際には日本政府の輸出許可申請書等必要な手続きをお取りください。
●本紙に掲載された製品の色は、印刷の都合上、実際のものと多少異なることがあります。また、改良のため予告なく形状、仕様を変更することがあります。

〒108-0073東京都港区三田一丁目4番28号(三田国際ビル）

導入メリット

■インバータ制御で省エネを実現
・インバータ制御のコンプレッサにより過度の冷却や除湿をなくすことができます。
また、ＣＯＰが３．０のため従来の空調機に比べ約２０～３０％の省エネを実現。

５０ｋＷを冷却するのに必用な月あたりの電力料金（７２０ｈ稼働、１ｋＷｈ時２３円で算出）
・高効率空調機（ＣＯＰ＝３．０）の場合 ２７６，０００円／月
・従来の空調機（ＣＯＰ＝２．４）の場合 ３４５，０００円／月

＊ＣＯＰ＝空調機の冷却能力（ｋＷ）／空調機の消費電力（ｋＷ）

■定格の２０％まで連続制御
・冷却能力を定格値の１００％～２０％まで連続的に制御することが可能なため、年間を通じて細かい
温度制御を実現できます。

■復電時２０秒後に再起動
・停電が発生し復電した場合、復電から２０秒後に自動的に空調機が動作します。

■配管長が実長で１５０ｍ対応
・配管長が実長で１５０ｍまで対応可能ですので空調機設置の自由度が大きく改善されました。

データセンターにおける消費電力の割合
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一般的なデータセンターでは、ＩＣＴを運用するために
ＩＣＴと同等の電力が空調設備等で消費されています。

この空調設備等の電力を削減することが省エネの
ポイントになります。

ＩＣＴ機器＋ＩＣＴ用設備の消費電力
PUE=

ＩＣＴ機器の消費電力

「設備全体の電力が無駄なくＩＣＴ機器に利用されているか？」 を測る指標。
PUEが小さいほど（１に近いほど）省エネデータセンターといえる。

PUE（Power Usage Effectiveness）

（＊）お客さま毎に異なります。

事例（＊）
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